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Ⅰ．はじめに

　医療における臨床検査の役割は、信頼性の高
い検査結果を迅速に臨床医に提供することであ
る。当院は2009年11月の臨床検査情報システム
の更新に伴い、結果報告の迅速化と機器ダウン
時のバックアップ体制に配慮して、生化学・免
疫関連分析機器の更新と配置変更を行った。こ
れにより、主要項目は休日も含めて24時間体制
で検査を行うことで、夜間・休日も日常業務と
同一の機器により短時間で多項目の検査結果を
臨床側に提供することが可能となった。この24

時間運用部署は、他部門の臨床検査技師も担当
する必要があることから、その部署の分析機器
の操作やデータ評価に関する研修が必要であ
る。さらに新入職員が短時間で日常業務に対し

ては適切な教育・訓練をすることが重要である。
　このような状況を踏まえて、24時間体制の現
状と新入職員に対する教育について報告する。

Ⅱ．現状

1．施設規模
　日本大学医学部附属板橋病院は高度で先進的
な医療を提供する特定機能病院として診療科36

科、病床数1,037、外来患者数約2,200人／日、
臨床検査技師89人である。

2．24時間体制部署の人員構成
　時間外業務の勤務体制は日直業務：9：00～
17：00、夜勤業務：17：00～ 9：00であり、夜
勤回数は1人月平均2回の頻度となっている。夜
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勤4人（検体検査2人、輸血検査1人、生理機能1

人）、日直6人（検体検査2人、輸血1人、細菌2人、
病理1人）で業務に対応している。

3．24時間体制部署の機器構成
　主要な機器構成として生化学・免疫検査は、
LABOSPECT008type2（日立ハイテクノロジー
ズ）2台、Dimension Xpand Plus（シーメンス）
2台、血液・凝固検査は、XN-9000シリーズ（シ
スメックス）3台、STACIA（LSIメディエンス）
2台である。

4．業務内容
　夜勤業務は検体到着後10～ 30分で検査結果
を報告できる体制となっているが、病態が急変
した患者の検査が中心となることから、異常値
の出現頻度が高く、パニック値1）に遭遇するこ
とも少なくない。主要項目は24時間を通して同
一測定装置にて測定しているため、早朝6時頃
から病棟より提出される入院患者検体は夜勤技
師が対応し、午前8時から隣接した外来採血室
で採血した検体についても診察前検査として1

時間以内に結果報告を行っている（図1）。

Ⅲ．人材教育

1．新人教育
　新人教育については、時間外業務に必要な検
査技術と知識を習得する教育プログラム（表1）
に基づき約2か月間、血液・凝固、生化学検査
室の業務に従事する。さらに、機器の操作マニ
ュアル標準操作手順書をテキストとして、測定
機器の操作法や測定方法の理解度を高める。教

育プログラム終了後には自身でのセルフチェッ
クと指導者チェックの表（表2，3）に沿って到
達度と課題の確認が行われる。習熟度評価の主
な事項としては、技術として、機器のメンテナ
ンスができる、機器の精度管理ができる、機器
のトラブル対応ができる、に主眼が置かれた内
容となっている。測定値解釈の知識としては、
検査項目の臨床的意義が理解できる、測定デー
タの判断・確認ができる、医師・看護師などに
検査の説明ができる、などとなっている。

2．関係スタッフの再教育
　 異常値に遭遇したときや前回値チェックシ
ステムで警告が発せられたときなどの対応につ
いても一定のルールに基づいて個人差のない判
断が求められる。それによって不必要に再測定
が繰り返されたり検査過誤が見逃されたりする
ことが解消される。しかし、これは日常業務と
異なる業務を担当する臨床検査技師にとって
は、非常に難しいことである。臨床検査部の研
修会では、前回値チェックの判断の仕方や重要

図1　LABOSPECT 008運用の概要

表1　新人の日直業務トレーニング表
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な注意事項を取り上げている。一例として、前
回値チェックの判断に必要な酵素項目の半減期
や要注意事項を示す2）－6）（表4，5）。

表2　新人トレーニング・チェックシート（生化学）
夜勤業務に必要な基本操作を習得→セルフチェツクを実施、指導者が熟度確認

表3　新人トレーニング・チェックシート（血液）
夜勤業務に必要な基本操作を習得→セルフチェツクを実施、指導者が熟度確認

表4　 前回値チェックの判断に必要な血中酵素とタン
パクの半減期2）－6）

表5　夜間・休日検査における注意点
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Ⅳ．まとめ

　夜間・休日検査を日常業務と同一の分析装置・
試薬で測定することによって24時間業務が可能
となり、それは臨床側の要望でもあるが、その
部署は複数部門の臨床検査技師によって運用し
なければならない。当院においてもシステムや
装置などハード的な環境は整備できたが、それ
を操作する人的範囲の拡大には課題も多く発生
し、日常は他業務に従事している臨床検査技師
が夜間・休日に大型の自動分析機を操作して多
項目の測定値を処理なければならない状況が生
じた。この業務を遂行するためには臨床検査技
師のスキルアップとその維持が欠かせないこと
から、新人教育プログラムの充実を図り、それ
を夜間・休日検査の生化学自動分析装置、血球
算定装置、凝固検査装置などの操作やその測定
値の判断をする技師全般にも応用することが可
能となった。
　今後、さらに臨床検査業務の範囲が拡大して
いくことが予想されることから、臨床検査技師
の守備範囲を広げるプログラムが必要となる。

このような状況下においては、運用マニュアル
の整備と実際の測定値を基にした研修会が効果
的である。さらに検査過誤も重要な教材である
ことから、その共有化についても重要な課題と
捉えて取り組んでいる。
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